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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・3/29（火）16:00～デイケア見学予定者対応(慶長SGM)
・ろ過装置の清掃を3/26（土）から3/30（水）に予定変更。修繕や清掃で、お湯が出なくなることはない。
・4/1（金）13:10～入社式
・第7回法人研修について

日時：4/5（火）・4/6（水）17:30～18:30　　場所:メンタルケア病棟4階
テーマ：｢マイナンバーについて｣　　講師：個人情報管理委員会委員長　大山栄光
・4/20(水)六角堂祭13:00～13:30　　※13:00までに集合(時間厳守)

・4/20(水)春の会18：30～（勤務が分かり次第、欠席者は欠席届の提出）
＜青明舎利用者様情報＞
・大久保律子様～昨日、青山荘の特定入所者に頻繁にメールや電話をしていると青山荘より情報提供がある。定期訪問時には特に本人から上記の話はない。
・赤石　陽介様～3/23（水）本人より「25日に(コンビニアルバイト)面接が決まった」と連絡がある。主治医に相談し、病気を開示して働く事の許可は貰った為、面接時に自分から話すことを確認。医師の意見書等は、会社に提出を求められた時に作成することを主治医が説明したと話している。

・我満奈津紀様～3/26（土）定期訪問実施。部屋は整理整頓されている様子が窺える。3/25（金）八戸赤十字病院から皮脂がんの有無に関する検査結果が出て、問題ないと医師から言われたとのことで安心したと話している。しかし、手術後から身体の免疫力が衰えてきているような気がしており、先日も風邪をこじらせたとのこと。3/27(日)28(月)函館旅行で楽しみであると話している。
・北村　奈美様～3/26（土）本人より電話連絡があり、最近母との折り合いが悪い事について話している。注意されると怯えを感じるとのことで、3/24（木）から母との接触を避けていると話している。入院したい事や死にたいと思う事もあるとのこと。服薬については、3/26（土）昼食後薬から服用していないと話している為、状態悪化につながる等服薬の重要性を説明している。薬や入院等に関しては何かあれば病院へ連絡してみるよう伝えている。
＜グループホーム利用者様情報＞

・淡路智恵子様～3/26（土）訪問時、特定入居者について「言い方キツイ。他の4人も同じように言ってる」との不満を訴えている。定期的に調子を崩す傾向がある為、声掛けしながらストレス軽減を図っていく。
・坂本　健治様～3/25（金）より月・金曜日9:00～14:30でワーク柿の木苑に就労が決まっている。仕事について、好感触であることを話している。
・古舘　ヨリ様～3/21（月）訪問看護五福より血糖測定やインスリン注射の実施が不十分で見守りが必要であると情報提供がある。
・田中　一　様～3/21（月）仲の良い特定利用者が亡くなったことについて説明。その後の様子確認の為、デイナイトケアでの様子を毎日グループホーム世話人へ電話連絡している。大きな病状変化が見られていないことから、今後は変化がある場合には情報提供していくこととする。本人は現在、マイナンバーのことが気になっており、世話人が、12月後半に提出した方は5月頃に届く事を伝えると気分が安定している。

＜利用者様情報＞

・赤石　陽介様～本日、本人より電話連絡あり、アルバイトの面接は落ちてしまった事を話している。来所後の面談でも同様の事を話し、不採用については特に落ち込みはなく「仕事をしたいからまた探す」と話している。以前利用したことがある就労施設を再度利用しようか考えているとのこと。焦らず相談していきながら仕事の準備を進めていくよう促すと了承。
・小林　満　様～本日、飲酒欲求について確認すると「木、金は我慢出来たが、日曜日に自宅で飲んでしまった」と事を話されている。自宅にて対処していること、正直に話している事を評価。今後もデイケアで過ごしながら断酒を継続すること、何かあった際にはすぐ相談するよう促している。
・津嶋イチ子様～青風荘より情報提供がある。「外出したい。実家に行って荷物の整理をしたいし、母親の顔も見たいので田名部先生に許可を貰いたい」と帰宅願望が聞かれている。スタッフが現在の担当医は馬渡Drであることを伝えるが「でも、田名部先生なの」と理解できていないと情報提供がある。
本日来所時、スタッフへ着ている服を見せながら、「しまむらへ行ってきた」と笑顔で話している。外出しようとする様子や帰宅願望は聞かれていない。帰宅願望が聞かれている為、所在確認を行っていく。

・古舘　正行様～青風荘より情報提供がある。昨日全体ミーティングで、今週金曜日外来受診日である事を伝えると「行かない、病院には行かない」と話し、その後、再度確認するも「行かない」とはっきり意思表示している。理由について伺うと「家族が面会に来るから」と話しているが、ご家族様からは連絡はなく面会の予定はないと情報提供がある。本日のデイナイトケアでも、スタッフより金曜日は外来受診ですよねと確認すると「行かない」と話している。特に理由は聞かれていない。プログラムには、表情良く笑顔で参加できている。今後も様子観察していく。

・倉橋　生子様～青風荘より情報提供がある。昨日、亡くなった特定利用者の件について「本当に死んだのかな…だって○○さん(青陽館スタッフ)が旦那(特定利用者)の事イチ子ちゃんに話してたよ…」と懐疑的に話し、スタッフが現実検討を促すも「うーん…」と納得できない様子と情報提供がある。デイナイトケアでもスタッフへ「本当に清水さん亡くなったんだよね」と確認している。また、「良い人はどうして早くなくなるんだろうね」と話している。時折、ドアを力任せに閉めたり、気分の高揚さ見られている。今後も話を傾聴し様子観察していく。

・吉田キクエ様～青風荘より情報提供がある。今朝8:00血圧87/60mmHg、再検86/61mmHgと普段より低値である。体調について確認すると「うん…良いよ…。ちょっとフラフラする」と冴えない表情で話し、足取りの重さも見られていると情報提供がある。デイナイトケアでは、今後体調を確認し、バイタル測定をすることとしている。
＜外来情報＞
・下口　政子様～「最近、よだれがでる」と訴えがある。採血施行し、検査結果次第で、必要なら薬剤調整検討するとのこと。
カンファレンスシート（番沢　政勝様）

実施日：H28年3月28日（月）13：30～14：00

担当チーム：川井・慶長・馬場
参加者：川井・慶長・小嶋・油津・藤田・佐々木・會津

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	番沢　政勝様
	性別
	男
	年齢
	46
	生年月日
	S44年5月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質異常症

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得　　　　　　　・病識を身につける

・身体機能の維持・向上　　　　　　　・社会資源の利用

・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

	本人希望
	病状の安定、体調管理を行う。

	家族希望
	病状の安定、体調管理を行う。

	入院歴
	計　3回（最終：15年2月　～16年4月　）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：16年　7月1日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：

グループホーム「あおめ」入所
	家族構成：

母と姉

母は施設入居中

	利用制度
	愛護手帳Ｂ
	障害者年金2級
	自立支援

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定、体調管理を行う
	①食生活に気を付け、検査値を正常値に近づける。


	①食事や間食についてのこだわりがあり、分からない事をスタッフへ相談する。
	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフから声を掛けて確認し密な関わりや面談を行っていく。

	
	②市街地へ一緒に出掛けれるような友人を作る。
	②相手に伝わるように内容を整理して話す。
	②時間を掛けて会話しないと本当に話したい内容にたどりつけないと話すため、時間を掛けて本人の思いを引き出していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度80％）
	今後の対応

	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフから声を掛けて確認し密な関わりや面談を行っていく。
	・採血結果で赤血球に赤線が引いてあることを受け、担当医へ何が原因か質問するが「気にする事はない」と言われるが気にしている様子。酸素が少ないことから、喫煙しなければならないと思っている様子（不安が徐々に変化している）

・焼き魚や緑黄色野菜を多めに摂取することは継続している。
・金銭的に苦しいと話すが、特売日に購入しないことや産地やブランドについてのこだわりがあり、高価な物を購入している。(国産にこだわる)
・食品は「よこまち」、日用品は「サンデー」、煙草は「セプドール」と購入する店を決め、買い物をする日も決めている。
	定期的に面談を行い、ストレスの確認を行っていく為、計画継続とする。

	②時間を掛けて会話しないと本当に話したい内容にたどりつけないと話すため、時間を掛けて本人の思いを引き出していく。
	・面談時にグループホームの環境に生活のしづらさを感じている様子や以前他者とトラブルのあったことを話し「どこか別のとこがあればいいけど…」と話している。担当スタッフへは「居場所がない」と話している。「このままグループホームに居ても良いのか」「入居したい人もいるだろうし」「見学もしたいだろうし」と話し、老後の不安もあるとのこと。「何歳になったら老人ホームへ入れるのか」と相談している。
そのため、自分の事を出来るまでは、グループホームに居ても良いと伝えている。
・「受験が終わった頃か」と話した件について確認すると「その季節のイベントに興味がなくなってたから」と別に幻聴に関する事ではないと話している。子供の声の幻聴はいつもある状態とのこと。

・本人から話し掛けてくることは少なく、気分が乗らない時はスタッフからの話し掛けに対しても不機嫌そうに返答している。
・機嫌よく返答しても「自分が本当に言いたいことに達するまで時間が掛かる」と話している。
	アパートで単身生活をしてみたいと思っていることもあり、他者からのクレームも生活のしずらさと感じるのではなく、共同生活では当たり前である事が理解できるよう伝えていく。また、話したいことに達するまで時間が掛かる為、今後も本人の思いを引き出していく為にも目標継続とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定、体調管理を行う
	①食生活に気を付け、検査値を正常値に近づける。


	①食事や間食についてのこだわりがあり、分からない事をスタッフへ相談する。
	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフから声を掛けて確認し密な関わりや面談を行っていく。

	
	②市街地へ一緒に出掛けれるような友人を作る。
	②相手に伝わるように内容を整理して話す。
	②時間を掛けて会話しないと本当に話したい内容にたどりつけないと話すため、時間を掛けて本人の思いを引き出していく。


